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（単位：億円）

※札幌市除く

【下水道汚泥処理施設の集約化及び減量化施設概要図】

グローバル化に対応した活力ある社会の構築

●環境に配慮したまちづくり

・下水道施設の改築更新の推進 【石狩川流域（滝川市ほか）、函館市、小樽市など】

・合流式下水道の改善の促進 【滝川市、士別市、千歳市など】

・普及率の低い町村部の下水道の整備 【岩内町、足寄町、木古内町など】

・下水汚泥処理施設の集約化及び減量化施設の整備推進 【余市町、浦河町など】

浄化槽
汚泥等

混合調整
設備

下水

水処理施設 放流

汚泥濃縮
施設

脱水機
下水道汚泥肥料として

緑農地利用等

行政施設の集約化による建設費・維持管理費の削減

受入槽等

新設

①

②

※混合調整設備からの投入先は、既設の処理方式により①又は②となる。

MICS事業導入による効果事例
（十勝川流域下水道事業 2018年4月導入）

58百万円/年の削減
※削減率5６%

受益者負担の原則から
・国費支援は、未普及の解消と雨水対策に重点化
・汚水処理施設の更新は、原則、使用料で賄うこと
を目指す方向へ

平成３０年度予算配分における国の考え方

道民生活の生活環境の維持や、下水道の公共的役割に対する国の責務の観点から、下水道施設
を健全に維持運営するために、下水道施設の改築更新への国費支援の確実な継続を要望する。

浄化槽汚泥等の集約処理

施設の集約化に
よるコスト縮減

【下水道施設の改築更新の推進】

道路陥没 施設の老朽化

し尿処理場の老朽化

厳
し
い
財
政
運
営

大きな社会影響
・管破損による道路陥没
・トイレの使用停止等

国の責務
・公衆衛生の確保
・公共用水域の保全

道内の下水道運営は厳しい状況に！

し尿処理施設の改築・更新 ＭＩＣＳ事業

維持管理費（百万円/年）

低い回収率！

町村の約９割が
賄えていない！

改築更新の要望額は
１０年で２倍以上に！

Ｒ２改築更新の要望額
は厳しく査定！

老
朽
化
の
加
速
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主な要望箇所



【公園施設の改築更新による
安全で安心して利用できる、魅力ある公園の整備】

誰もが安心して暮らせるまちづくり

●子育て支援住宅の普及促進など安心して子どもを産み育てられる環境づくり

・子育て支援の充実を図る公営住宅の整備
【道営住宅：大中山団地（七飯町）、市町村営住宅：上厚真子育て団地（厚真町）など】

・公園施設の改築更新による安全で安心して利用できる、魅力ある公園の整備
【北海道子どもの国（砂川市）、緑ヶ丘公園（苫小牧市）など】

●ユニバーサルデザインの視点に立った人にやさしいまちづくり

・子どもからお年寄りまで安心して暮らせる住まい・環境づくり
【市町村営住宅：東町たいわ団地（室蘭市）、東中団地（中標津町）など】

・幅の広い歩道や段差のない歩道の整備
【深川雨竜線（深川市）、停車場通（伊達市） 、旭大通（苫小牧市）など】

・民間住宅を活用した住宅セーフティネットの推進 【民間住宅等関連事業（道内全域）】

●安全で安心な道路交通環境の整備

・幹線道路や通学路等における交通安全対策の推進
【国道２３０号喜茂別事故対策（喜茂別町）、士幌上士幌線（士幌町）、
交通安全対策（地区連携）旭町・大町地区（旭川市）、基線通（恵庭市）、文教通（函館市）など】

・地域の医療を支える交通ネットワークの整備
【北海道縦貫自動車道 士別剣淵～名寄（士別市・名寄市）、

江差木古内線（上ノ国町・木古内町）など】

【通学路における交通安全対策の推進】

歩道幅員狭小区間の通学状況

▼士幌上士幌線（士幌町）

▼北海道子どもの国（砂川市） ▼里見が丘公園（足寄町）

【地域の医療を支える
交通ネットワークの整備】

▼江差木古内線（木古内町）

すれ違い困難な道路状況

【幹線道路や通学路等における交通安全対策の推進】

▼文教通〈1工区供用開始〉（函館市）
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整備前 整備後

主な要望箇所

豊かな自然環境の保全と安全・安心な環境づくり


